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最新問題: 1
企業は Azure VPNゲートウェイを使用してオンプレミス環境に接続します。
会社のオンプレミス VPNゲートウェイは、いくつかのサービスで使用されています。1つのサー
ビスで接続の問題が発生しています。

すべてのサービスのダウンタイムを最小限に抑え、接続の問題を解決する必要があります。

どの 3つのアクションを実行する必要がありますか?
A. VPNゲートウェイを停止します。
B. Azure VPNゲートウェイとオンプレミス VPNゲートウェイで異なる事前共有キーを構成しま
す。

C.ハッシュアルゴリズムが両方のゲートウェイで同じになるように構成します。
D. Azure VPNゲートウェイとオンプレミス VPNゲートウェイで同じになるように事前共有キー
を構成します。

E. VPN接続を停止します。
F.ハッシュアルゴリズムが両方のゲートウェイで異なるように構成します。
Answer: B,C,D (メーッセージを残す)

最新問題: 2
会社には Azure Active Directory (Azure AD)にユーザーがいます。同社はユーザーが Azure ADを
使用できるようにします

多要素認証 (MFA)。
User1という名前のユーザーは、追加のセキュリティ検証を設定中に次のエラーが表示されたと
報告しています。

MFAの設定:
ごめん！あなたのリクエストを処理できません。セッションが無効か期限切れです。処理中にエ

ラーが発生しました

セッションが無効か期限切れのため、リクエストしてください。もう一度試してください。
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ユーザーが MFAセットアップを完了できるよう支援する必要があります。
あなたは何をするべきか？

A.セットアッププロセスを 10分以内に完了するようにユーザーに指示します。
B. Microsoft 365管理ポータルから、ユーザーの [このユーザーのサインインをブロックする]オ
プションをオフにします。

C.Webブラウザのキャッシュをクリアするようにユーザーに指示します。
D.ユーザーに正しい確認コードを入力するように指示します。
E. Azure ADポータルから、ユーザーのパスワードをリセットします。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 3
企業は、Azure VPN Gatewayを使用してオンプレミスネットワークに接続します。オンプレミス
環境

には、ボーダーゲートウェイプロトコル (BGP)を使用してゲートウェイに個別にトンネリング
する 3つの VPNデバイスが含まれています。
新しいサブネットはオンプレミスネットワークから到達できないようにする必要があります。

解決策を実装する必要があります。

解決策:ルート伝播を無効にしてルートテーブルを設定します。
解決策は目標を達成できますか?
A.いいえ
B.はい
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 4
ある企業は、ネットワーク仮想アプライアンス (VNA)と Azure Route Serverを異なる仮想ネッ
トワーク (VNet)でホストしています。デフォルトルートをルートサーバーにアドバタイズした
後、NVA間でボーダーゲートウェイプロトコル (BGP)ピアリングが有効になり、インターネッ
ト接続が失われます。

NVAで問題を解決する必要があります。
あなたは何をするべきか？

A. NVAサブネット上にユーザー定義ルートを構成します。
B.ルートサーバーを NVAと同じ VNetに移動します。
C. NVA上で一意の自律システム番号 (ASN)を構成します。
D.ルートサーバー上でパブリック IPアドレスを構成します。
Answer: C (メーッセージを残す)
2によると、Azure Route Serverをネットワーク仮想アプライアンス (NVA)とともに使用する場
合、各 NVAがルートサーバーの ASNや他の BGPピアの ASNとは異なる一意の ASNを持つよ
うにする必要があります。そうしないと、BGPループ防止メカニズムによりルーティングの問題
が発生します。
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独自の構成ツールまたはコマンドを使用して、NVA上で ASNを構成できます。詳細について
は、2を参照してください。

最新問題: 5
ある企業は、ジャストインタイム (JIT)仮想マシン (VM)アクセスを展開しています。
ユーザーは、JIT VMへのアクセスを要求できないと報告しています。
ユーザーが JITアクセスを要求するために必要な権限操作を決定する必要があります。ソリュー
ションでは、最小特権の原則を使用する必要があります。

どの権限操作が必要ですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 6
企業は、オンプレミスネットワークと Azure仮想ネットワークの間に Azureサイト間 VPNを構
成します。

通信網。

同社は、設定を完了した後、VPN接続を確立できないと報告しています。
接続の問題をトラブルシューティングする必要があります。

まず何をすべきでしょうか?
A. AzureClient.pfxファイルが存在することを確認します。
B. AzureRoot.cerファイルが存在することを確認します。
C.次の PowerShellコマンドレットを実行して、共有キーを識別します。
Get-AzVirtualNetworkGatewayConnectionSharedKey。
D.次の PowerShellコマンドレットを実行して、共有キーを識別します。
Get-AzVirtualNetworkGatewayConnectionVpnDeviceConfigScript。
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 7
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ある企業は、Azure Load Balancerの背後にある 4台の Standard_D2_v3仮想マシン (VM)に新し
いファイル共有アプリケーションをデプロイします。同社は Azure Firewallを導入しています。
ユーザーから、使用量のピーク時にアプリケーションが遅くなるという報告がありました。エン

ジニアの報告によると、各 VMのピーク使用量は約 1 Gbpsです。
少なくとも 10 Gbpsをサポートするソリューションを実装する必要があります。
スループットを向上させるには何をすべきでしょうか?
A.ネットワーククォータの増加をリクエストします。
B. VMインスタンスのサイズを増やします。
C. Azure Firewallを無効にし、代わりにネットワークセキュリティグループを実装します。
D. 2台のサーバーを別のロードバランサーの背後に移動し、Traffic Managerでラウンドロビン
ルーティングを構成します。

Answer: B (メーッセージを残す)
この目標を達成するには、VMインスタンスのサイズを増やすことが最善の選択肢で
す。Standard_D2_v3仮想マシンサイズの最大ネットワーク帯域幅は 1 Gbpsであるため、VMイ
ンスタンスのサイズを Standard_D8_v3以降などの上位層に増やすと、より多くのネットワーク
帯域幅が提供され、アプリケーションのパフォーマンスが向上します。

ネットワーククォータの増加を要求するオプション Aでは、必要なネットワーク帯域幅を達成す
るには不十分な場合があります。

オプション C (Azure Firewallを無効にしてネットワークセキュリティグループを実装する)は、
ネットワーク帯域幅に大きな影響を与えない可能性があります。

オプション Dでは、2台のサーバーを別のロードバランサーの背後に移動し、Traffic Managerで
ラウンドロビンルーティングを構成すると、可用性とパフォーマンスが向上する可能性がありま

すが、ネットワーク帯域幅は増加しません。

出典: [1] https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual-machines/windows/sizes-general [2]
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual -network/designing-hub-spoke-topologies#ハブとス
ポーク vnet間のデータ転送の最適化

最新問題: 8
VM1からのインターネットトラフィックがインターネットに直接ルーティングされる問題を解
決する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A. RT12の IPアドレスプレフィックスを変更します
B. RT12を Subnet1aに関連付けます。
C. RT12を Subnet2aに関連付けます。
D. RT12のネクストホップタイプを変更します。
Answer: B (メーッセージを残す)
これにより、インターネットトラフィックを仮想ネットワークゲートウェイ VNG1に誘導する
ルートを持つルートテーブル RT12が、VM1が配置されているサブネットに確実に適用されま
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す。これにより、インターネットトラフィックをインターネットゲートウェイに送信するデフォ

ルトルートが上書きされます。

最新問題: 9
ある会社には Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。同社は、Azure Active
Directory Domain Services (Azure AD DS)インスタンスをプロビジョニングしています。
ユーザーは、Azure ADからプロビジョニングされた後、Azure AD DSにサインインできないと報
告しています。ユーザーアカウントが Azure AD DSに存在することを確認します。
問題を解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A. Azure ADでパスワードを変更するようにユーザーに指示します。
B. Azure AD Connectをデプロイします。
C. Azure AD Domain Services Syncという名前の Azureアプリケーションを削除し、Azure AD
DSを再度有効にします。
D. AzureActiveDirectoryDomainControllerServicesという名前の Azureアプリケーションを削除
し、Azure AD DSを再度有効にします。
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 10
ある企業は、Azureでジャストインタイム (JIT)仮想マシン (VM)アクセスを有効にしています。
管理者は、Microsoftの JIT VMアクセスページの [サポートされていない]タブで VMのリストを
確認します。

Defender for Cloudポータル。
一部の VMが JIT VMアクセスでサポートされていない理由を特定する必要があります。
どう結論づけるべきでしょうか?
A.管理者には SecurityReaderロールがありません。
B. VMはクラシックデプロイメントを使用してプロビジョニングされました。
C.管理者には、VMへの JITアクセスを要求する権限がありません。
D.管理者は Microsoft Defender for Cloudの無料枠を使用しています。
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 11
ある企業は、Azure Backupエージェントを使用して、オンプレミスの仮想マシン (VM)から特定
のファイルとフォルダーをバックアップします。

管理者は、バックアップジョブのファイル転送が遅いと報告しました。バックアップジョブがボ

リューム全体をスキャンしてディレクトリ内の変更を検証していると判断します。

バックアップジョブの状態を確認する必要があります。

バックアップはどの状態で行われますか?
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Answer:

最新問題: 12
問題を解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



最新問題: 13
ある企業は、複数のリージョンで Azure仮想マシン (VM)を使用しています。VMの構成は次のと
おりです。

ILB1という名前の内部 Azureロードバランサー (ILB)のバックエンドプールには、VM1と VM2
が含まれています。ILBは Basic SKUを使用し、リソースグループ RG2に属します。
VNet1と VNet2の間に仮想ネットワークピアリングが構成されています。
ユーザーは、VM3から ILB1を使用して VM1と VM2上のリソースに接続できないと報告してい
ます。

接続の問題を解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A. VM1と VM2を可用性ゾーンに再デプロイします。
B. ILB1を RG1に移動します。
C. VM 1と VM2を RG3に移動します。
D. Standard SKUを使用して ILBを再デプロイします。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 14
ある企業は、オンプレミスのWindows仮想マシン (VM)を Azureに移行します。管理者は、Azure
portalを使用して VMのバックアップを有効にします。
同社は、Azure VMバックアップジョブが失敗していると報告しています。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

解決策:現在の VMバックアップポリシーの保持範囲を構成します。
解決策は目標を達成できますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: B (メーッセージを残す)
現在の VMバックアップポリシーの保持範囲を構成しても、Azure portalを通じて VMのバック
アップを有効にした後に Azure VMバックアップジョブが失敗する問題が解決される可能性は低
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いです。この問題をトラブルシューティングするには、管理者はまず Azure VMバックアップ
ジョブログを確認し、提供された特定のエラーメッセージまたはコードを特定する必要がありま

す。これは、根本的な問題と適切な解決策を特定するのに役立ちます。

したがって、質問に記載されている解決策は不正確であり、答えは Bです。いいえ。
参照：

Azure VMバックアップの失敗のトラブルシューティング (Microsoftドキュメント)

最新問題: 15
ある会社は、プロバイダー接続モデルを使用して ExpressRouteを実装することを計画していま
す。

会社は ExpressRoute回線を作成します。回線を通じてリソースに接続できません。
サービスプロバイダーのプロビジョニング状態を確認する必要があります。

どの PowerShellコマンドレットを実行する必要がありますか?
A. Get-AzExpressRouteCircuitPeeringConfig
B. Get-AzExpressRouteCircuitRouteTable
C. Get-AzExpressRouteCircuitConnectionConfig
D. Get-AzExpressRouteCircuit
E. Get-AzExpressRouteCircuitARPTable
Answer: B (メーッセージを残す)
サービスプロバイダーのプロビジョニング状態を確認するには、PowerShellコマンドレット
Get-AzExpressRouteCircuitを実行する必要があります。1によると、このコマンドレットは、プ
ロビジョニング状態やサービスプロバイダーの状態など、ExpressRoute回線に関する情報を返
します。これらのプロパティを使用して、回線が Azureと接続プロバイダーの両方で有効になっ
ているかどうかを確認できます。

最新問題: 16
ある企業はセルフサービスパスワードリセット (SSPR)を実装しています。
会社のデータセンターでファイアウォールをアップグレードした後、SSPRが機能しなくなりま
す。

問題を解決する必要があります。

SSPRの接続を許可するには、ファイアウォール上に存在する必要がある 2つの URLはどれで
すか?
A. *.passwordreset.onmicrosoft.com
B. *.svc.ms
C. *.servicebus.windows.net
D. *.adl.windows.com
E. *.update.microsoft.com
Answer: (解答を表示する)
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有効な AZ-720問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-720試験問題集！
GoShiken.comが最新の AZ-720試験問題集を提供しています。GoShiken.com AZ-720試験
問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-720問題集をゲットする人
はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-720-mondaishu.html (12130%OFF問題集溶

と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
パブリック DNSルックアップの問題をトラブルシューティングして解決する必要があります。
あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 18
ある企業は、オンプレミスのWindows仮想マシン (VM)を Azureに移行します。管理者は、Azure
portalを使用して VMのバックアップを有効にします。
同社は、Azure VMバックアップジョブが失敗していると報告しています。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

解決策:管理権限を使用して VMゲストエージェントをインストールします。
解決策は目標を達成できますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: (解答を表示する)

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-720-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-720.v2024-01-22.q106-mondaishu.html


はい、管理者権限を使用して VMゲストエージェントをインストールすると、Azure portal経由
で VMのバックアップを有効にした後に Azure VMバックアップジョブが失敗する問題を解決
できる可能性があります。Azureで仮想マシンをバックアップする場合、VMとバックアップサー
ビス間の適切な通信を可能にするために VMゲストエージェントをインストールする必要があ
ります。エージェントをインストールするには、管理ユーザーアカウントが必要です。

したがって、質問に記載されている解決策は正しく、答えは A.はいです。
参照：

Azureで仮想マシンをバックアップする (Microsoftドキュメント)

最新問題: 19
企業は Azure VPNゲートウェイを使用してオンプレミス環境に接続します。
会社のオンプレミス VPNゲートウェイは、いくつかのサービスで使用されています。1つのサー
ビスで接続の問題が発生しています。

すべてのサービスのダウンタイムを最小限に抑え、接続の問題を解決する必要があります。

どの 3つのアクションを実行する必要がありますか?
A.ハッシュアルゴリズムが両方のゲートウェイで異なるように構成します。
B. VPNゲートウェイを停止します。
C. Azure VPNゲートウェイとオンプレミス VPNゲートウェイで同じになるように事前共有キー
を構成します。

D. VPN接続を切断します。
E.ハッシュアルゴリズムが両方のゲートウェイで同じになるように構成します。
F. Azure VPNゲートウェイとオンプレミス VPNゲートウェイで異なる事前共有キーを構成しま
す。

Answer: C,D,E (メーッセージを残す)
すべてのサービスのダウンタイムを最小限に抑え、接続の問題を解決するには、次の 3つのアク
ションを実行する必要があります。C. Azure VPNゲートウェイとオンプレミス VPNゲートウェ
イで同じになるように事前共有キーを構成します。D. VPN接続をリセットします。E.ハッシュ
アルゴリズムが両方のゲートウェイで同じになるように構成します。

最新問題: 20
顧客は Azureサブスクリプションを持っています。サーバー用 Microsoft Defenderがサブスクリ
プションに対して有効になっています。の

顧客はネットワークセキュリティグループを構成していません。

顧客は、次のリソースを含む RG1という名前のリソースグループを構成します。
* VM1という名前の仮想マシン。
* VM1に接続されている NIC1という名前のネットワークインターフェイス。
顧客は、Admin1という名前のユーザーに RG1に対する次の権限を付与します。
Microsoft.Security/locations/jitNetworkAccessPolicies/write。
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Admin1は、Azure portalの JIT VMアクセスウィンドウにエントリが表示されないと報告しま
す。閲覧するとき

同じペインで、VM1が [未サポート]タブに表示されます。
Admin1が VM1に対してジャストインタイム (JIT) VMアクセスを有効にできることを確認する
必要があります。溶液が付着する必要があります

最小特権の原則に従う。

順番に実行することをお勧めする 3つのアクションはどれですか?
回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、

正しい順序。

Answer:

最新問題: 21
パブリック DNSルックアップの問題をトラブルシューティングして解決する必要があります。
あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



最新問題: 22
Azure Key Vaultの問題をトラブルシューティングする必要があります。
あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 23
顧客は Azureサブスクリプションを持っています。サーバー用 Microsoft Defenderがサブスクリ
プションに対して有効になっています。顧客はネットワークセキュリティグループを構成してい

ません。

顧客は、次のリソースを含む RG1という名前のリソースグループを構成します。
* VM1という名前の仮想マシン。
* VM1に接続されている NIC1という名前のネットワークインターフェイス。
顧客は、Admin1という名前のユーザーに RG1に対する次の権限を付与します:
Microsoft.Security/locations/jitNetworkAccessPolicies/write。
Admin1は、Azure portalの JIT VMアクセスウィンドウにエントリが表示されないと報告しま
す。同じペインを表示すると、VM1が [未サポート]タブに表示されます。
Admin1が VM1に対してジャストインタイム (JIT) VMアクセスを有効にできることを確認する
必要があります。ソリューションは最小特権の原則に従う必要があります。



順番に実行することをお勧めする 3つのアクションはどれですか?
回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、正しい順序で並

べます。

Answer:

1 - Admin1に RG1の貢献者を割り当てます。
2 - Admin1にネットワークセキュリティグループを作成するように指示します。
3 - Admin1にネットワークセキュリティグループを NIC1に関連付けるように指示します。

最新問題: 24
ある会社には Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。同社は Azure AD Connect
を次の場所にデプロイしています。

Active Directoryドメインサービス (AD DS)からユーザーを同期します。
ユーザーオブジェクトの同期に失敗します。

組み込みの Azure AD Connectトラブルシューティングを使用して、失敗した同期のトラブル
シューティングを行う必要があります。

タスク。

トラブルシューティングを開始する前に、どの 2つの情報を収集する必要がありますか?
A. Azure ADコネクタ名
B.オブジェクトの識別名
C.オブジェクトのグローバルに一意な識別子
D.オブジェクトの共通名
E. ADコネクタ名
Answer: (解答を表示する)
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最新問題: 25
顧客は、米国東部リージョンに RG1という名前の Azureリソースグループを作成します。RG1
には次のリソースが含まれています。

顧客は次のタスクを実行します。

プライベート IPアドレス 192.168.2.100を使用して、subnet2に sqlsrv1のプライベートエンド
ポイントを作成します。

sqlsvr1という名前の単一の Aレコードと IPアドレス 192.168.2.100を使用し
て、privatelink.database.windows.netという名前のプライベート DNSゾーンを作成します。
sqlsvr1のパブリックエンドポイントを使用してパブリックアクセスを無効にします。
お客様は、VM1から DB1への接続が失敗していると報告しました。このソリューションでは、プ
ラットフォームレベルの変更を行わずに VM1から DB1への接続を許可する必要があります。
トラブルシューティングを行って問題を解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？

Answer:

最新問題: 26
ある企業は、オンプレミスのWindows仮想マシン (VM)を Azureに移行します。管理者が有効に
する

Azure portalを使用して VMをバックアップします。
同社は、Azure VMバックアップジョブが失敗していると報告しています。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

解決策:現在の VMバックアップポリシーの保持範囲を構成します。
解決策は目標を達成できますか?
A.はい
B.いいえ



Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 27
5つのエンドポイントを含む Azure Traffic Managerプロファイルを作成します。各エンドポイン
トは、Azure仮想マシン (VM)で実行されるWebアプリです。
エンドポイントの 1つが低下したステータスになっていることがわかります。エンドポイントが
有効な状態コードで Traffic Manager正常性プローブに応答しているかどうかを確認する予定で
す。

使用する PowerShellコマンドレットと、コマンドレットが返すステータスコードを特定する必
要があります。

各要件にはどの値を使用する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを
選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 28
会社には Azureテナントがあります。同社は、オンプレミスデータセンターから VM1という名
前の Azure仮想マシンへのアクセスを制御するために、FW1という名前の Azureファイア
ウォールをデプロイしています。

同社は、オンプレミスのデータセンターから VM1への ICMP接続のトラブルシューティングを
行っています。オンプレミスサーバーから VM1に pingを実行できません。
VM1への ICMP接続が FW1で許可されているかどうかを判断する必要があります。
あなたは何をするべきか？

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-720.v2024-01-22.q106-mondaishu.html


A. VM1の IPアドレスをターゲットとして pingコマンドを使用し、コマンドの応答を確認しま
す。

B. VM1の IPアドレスを対象とした pingコマンドを使用し、FW1のネットワークルールログを
確認します。

C. VM1の完全修飾ドメイン名をターゲットとして pingコマンドを使用し、コマンドの応答を確
認します。

D. VM1の IPアドレスを対象とした pingコマンドを使用し、FW1のインフラストラクチャルー
ルログを確認します。

Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 29
企業は、Webを保護するために Azure Application Gateway Webアプリケーションファイア
ウォール (WAF)をデプロイしています。
アプリケーション。

リモートオフィスのユーザーは次の問題を報告します。

※Webアプリケーションの一部にアクセスできません。
※Webアプリケーションの一部が読み込みに失敗します。
* Webアプリケーションの一部に、期待どおりに動作しないアクティビティがあります。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

どの診断ログを確認する必要がありますか?
A.パフォーマンス
B. Azureアクティビティ
C.ファイアウォール
D.アクセス
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 30
ある企業は、Azure Backupエージェントを使用して、Azure仮想マシン (VM)およびオンプレミ
ス VMから特定のファイルとフォルダーをバックアップします。
管理者は、両方の VMでバックアップジョブが失敗したと報告しました。エラーは Microsoft
Azure Recovery Services (MARS)で返されます。
バックアップの問題をトラブルシューティングする必要があります。

どのトラブルシューティングソリューションを使用する必要がありますか?
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Answer:

最新問題: 31
ある会社には Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。同社は、Active Directoryド
メインサービス (AD DS)からユーザーを同期するために Azure AD Connectをデプロイしてい
ます。

ユーザーオブジェクトの同期に失敗します。

組み込みの Azure AD Connectトラブルシューティングタスクを使用して、失敗した同期のトラ
ブルシューティングを行う必要があります。

トラブルシューティングを開始する前に、どの 2つの情報を収集する必要がありますか?
A. Azure ADコネクタ名
B.オブジェクトのグローバルに一意な識別子
C.オブジェクトの共通名
D. ADコネクタ名
E.オブジェクトの識別名
Answer: A,B (メーッセージを残す)

有効な AZ-720問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-720試験問題集！
GoShiken.comが最新の AZ-720試験問題集を提供しています。GoShiken.com AZ-720試験
問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-720問題集をゲットする人
はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-720-mondaishu.html (12130%OFF問題集溶

と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 32
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ある企業は、オンプレミスのWindows仮想マシン (VM)を Azureに移行します。管理者は、Azure
portalを使用して VMのバックアップを有効にします。
同社は、Azure VMバックアップジョブが失敗していると報告しています。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

解決策:レプリケーションを有効にし、バックアップコンテナーの復旧計画を作成します。
解決策は目標を達成できますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 33
ある会社には、VNetGW1という名前の Azure Virtual Networkゲートウェイがあります。同社
は、VNetGW1でのポイント対サイト接続を有効にしています。管理者は、次のように VNetGW1
を構成します。

トンネルタイプの OpenVPN。
認証タイプの Azure証明書。
VPNクライアントを使用して接続すると、ユーザーは証明書の不一致エラーを受け取ります。
証明書の不一致エラーを解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A. VPNプロファイルで認証用の事前共有キーを構成します。
B. VNetGW1で IKEv2と OpenVPNのトンネルタイプを構成します。
C.プロファイルを手動で作成し、サーバーの FQDNを追加して、クライアント証明書を再発行し
ます。

D.ユーザーのコンピュータにセキュアソケットトンネリングプロトコル (SSTP) VPNクライ
アントをインストールします。

Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 34
会社はパブリック Azure DNSゾーンを使用しています。
同社は、DNSレコードの作成と名前解決の問題を報告しています。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

問題の原因は何ですか?

Answer:
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最新問題: 35
ある企業には、証明書ベースの認証を使用する Azureポイント対サイト仮想プライベートネット
ワーク (VPN)があります。
Windows 11マシンで VPNクライアントを使用して VPNに接続しようとすると、次のエラー
メッセージが表示されるとユーザーが報告しています。

証明書が見つかりませんでした

問題を解決する必要があります。

どの 3つのアクションを実行する必要がありますか?
A. Azure Active Directory (Azure AD)テナントを構成します。
B.ユーザーのデバイスにルート証明書をインストールします。
C.ルート証明書を生成します。
D. VPNゲートウェイにクライアント証明書をインストールします。
E.ゲートウェイで Azure AD認証を有効にします
F.クライアント証明書を生成します。
G.ユーザーのデバイスにクライアント証明書をインストールします。
Answer: B,F,G (メーッセージを残す)
証明書ベースの認証を使用する Azureポイント対サイト VPNに接続しようとすると、ユーザー
が「証明書が見つかりませんでした」というエラーメッセージを報告する問題を解決するには、次

の 3つのアクションを実行する必要があります。ユーザーのデバイスにルート証明書をインス
トールします。F.クライアント証明書を生成します。G.ユーザーのデバイスにクライアント証明
書をインストールします。

証明書ベースの認証を使用する Azureポイント対サイト VPNでは、ルート証明書とクライアン
ト証明書の両方がユーザーのデバイスにインストールされている必要があります。ルート証明書

は VPNゲートウェイの IDを検証するために使用され、クライアント証明書はユーザーを認証す
るために使用されます。これらの証明書のいずれかが見つからないか無効な場合、ユーザーは

VPNに接続できず、証明書が見つからなかったことを示すエラーメッセージが表示される場合
があります。

最新問題: 36
Contosoという名前の会社は、ExpressRouteを使用してオンプレミスのリソースを Azureに接
続します。

管理者は、回線が障害状態にあると報告しました。
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問題を解決する必要があります。

PowerShellコマンドをどのように完了すればよいでしょうか?

Answer:

最新問題: 37
企業は Azure Firewallを実装し、Azure Firewallポリシーをデプロイします。
このポリシーには、会社のインフラストラクチャに関する複数のアプリケーションおよびネット

ワークルールが含まれています。導入後は、

オンプレミスのコンピューターからアプリケーションにアクセスできません。

次の設定で診断ログを有効にする必要があります。

* Azureファイアウォールアプリケーションルール
* Azureファイアウォールネットワークルール
* AzureFirewallDnsProxy
PowerShellコマンドレットはどのように完了すればよいですか?

Answer:



最新問題: 38
次のリソースを含む Azureサブスクリプションを管理します。

オンプレミス環境は、ERGW1を使用して VNet1に接続されます。
オンプレミス環境は、ERGW1を使用して VNet1に接続されます。
管理者は、ロードバランサーのフロントエンド IPアドレスを使用して、VM1と VM2をターゲッ
トとするオンプレミストラフィックのネットワーク遅延を測定します。管理者は ERGW1で
ExpressRoute FastPathを有効にし、待機時間が変化していないことを確認します。
ExpressRoute FastPathによって提供されるネットワーク遅延の改善が有効になるのを妨げてい
る問題を解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A.ロードバランサーを標準 SKUとして再デプロイします。
B. ExpressRouteゲートウェイの SKUを変更します。
C. VM1と VM2のサイズを変更します。
D. VM1および VM2で高速ネットワークを有効にします
Answer: (解答を表示する)
ExpressRoute FastPathによって提供されるネットワーク遅延の改善が有効になるのを妨げてい
る問題を解決するには、ロードバランサーを Standard SKUとして再デプロイする必要がありま
す。ExpressRoute FastPathは、Standard Load Balancer SKUでのみサポートされます。したがっ
て、正解は A.ロードバランサーを Standard SKUとして再デプロイします。

最新問題: 39
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企業は認証に Azure Active Directory (Azure AD)を使用しています。同社は Azure ADをオンプレ
ミスの Active Directoryドメインと同期しています。
同社は、Azure ADオブジェクトが同期に失敗すると報告しています。
どのオブジェクトが同期していないのかを判断する必要があります。

障害を診断するにはどのトラブルシューティング手順を使用する必要がありますか?

Answer:

最新問題: 40
ある企業は、VNetGW1という名前の Azure Virtual Network (VNet)ゲートウェイを使用していま
す。VNetGW1は、動的ルーティングを備えたサイト間 VPN接続を使用してパートナーサイトに
接続します。

同社は、VPNが時々切断されることを観察しています。
切断の原因をトラブルシューティングする必要があります。

何を確認する必要がありますか?
A.パートナーの VPNデバイスと VNetGW1は、同じ仮想ネットワークアドレス空間で構成され
ています。

B.パートナーの VPNデバイスは、Perfect Forward Secrecyに対して有効になっています。
C.ローカルネットワークゲートウェイの IPアドレスがパートナーの VPNデバイスと一致しま
す。

D.パートナーの VPNデバイスと VNetGW1は、同じ共有キーを使用して構成されています。
Answer: (解答を表示する)

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-720.v2024-01-22.q106-mondaishu.html


最新問題: 41
ある企業は、オンプレミスのWindows仮想マシン (VM)を Azureに移行します。管理者は、Azure
portalを使用して VMのバックアップを有効にします。
同社は、Azure VMバックアップジョブが失敗していると報告しています。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

解決策:管理権限を使用して VMゲストエージェントをインストールします。
解決策は目標を達成できますか?
A.いいえ
B.はい
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 42
ある企業は、VNetGW1という名前の Azure Virtual Network (VNet)ゲートウェイを使用していま
す。VNetGW1は、動的ルーティングを備えたサイト間 VPN接続を使用してパートナーサイトに
接続します。

同社は、VPNが時々切断されることを観察しています。
切断の原因をトラブルシューティングする必要があります。

何を確認する必要がありますか?
A.パートナーの VPNデバイスと VNetGW1は、同じ仮想ネットワークアドレス空間で構成され
ています。

B.ローカルネットワークゲートウェイの IPアドレスがパートナーの VPNデバイスと一致しま
す。

C.パートナーの VPNデバイスと VNetGW1は、同じ共有キーを使用して構成されています。
D.パートナーの VPNデバイスは、Perfect Forward Secrecyに対して有効になっています。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 43
ある会社が ExpressRoute回線を展開しています。
ExpressRoute回線から受け入れられたピアリングルートを確認する必要があります。
どの PowerShellコマンドレットを実行する必要がありますか?
A. Get-AzExpressRouteCircuitRouteTable
B. Get-AzExpressRouteCircuitStats
C. Get-AzExpressRouteCircuit
D. Get-AzExpressRouteCircuitPeeringConfig
E. Get-AzExpressRouteCrossConnectionPeering
Answer: E (メーッセージを残す)

最新問題: 44
会社は次の Azureリージョンに仮想マシン (VM)を持っています。
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米国中西部

オーストラリア東部

同社は ExpressRouteプライベートピアリングを使用して、各リージョンおよびオンプレミス
サービスでホストされている VMへの接続を提供しています。
同社は、各リージョンの VNet間にグローバル VNetピアリングを実装しています。VNetピアリ
ングを構成した後、VMトラフィックは ExpressRouteプライベートピアリングの使用を試みま
す。

トラフィックが ExpressRouteプライベートピアリングではなくグローバル VNetピアリングを
使用していることを確認する必要があります。ソリューションでは、Azure VNetへの既存のオン
プレミス接続を維持する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A.ユーザー定義ルートをサブネットルートテーブルに追加します。
B.オンプレミスルーターにフィルターを追加します。
C. 2番目の VNetを仮想マシンに追加し、VNet間に VNetピアリングを構成します。
D.いずれかのリージョンの ExpressRouteピアリング接続を無効にします。
Answer: (解答を表示する)
トラフィックで ExpressRouteプライベートピアリングではなくグローバル VNetピアリングが
使用されるようにするには、ユーザー定義のルートをサブネットルートテーブルに追加する必要

があります。2によると、グローバル VNetピアリングにより、リージョンをまたがる仮想ネット
ワークは、あたかも同じリージョン内にあるかのように、プライベート IPアドレスを使用して通
信できます。ただし、グローバル VNetピアリングも有効になっている 2つのリージョン間に既存
の ExpressRouteプライベートピアリングが存在する場合、既定では、トラフィックはグローバ
ル VNetピアリングよりも ExpressRouteを優先します。この動作をオーバーライドし、特定のサ
ブネットまたは仮想ネットワークゲートウェイ接続に対して ExpressRouteプライベートピア
リングではなくグローバル VNetピアリングをトラフィックに強制的に使用させるには、仮想
ネットワークピアリングのネクストホップタイプを使用してユーザー定義のルートを追加する

必要があります。

最新問題: 45
ある会社には Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。同社は Azure AD Connect
を次の場所にデプロイしています。

Active Directoryドメインサービス (AD DS)ドメインからオブジェクトを同期します。
AD DSオブジェクトが Azure ADに同期していないことがわかります。
ステージングモードが有効になっていることを確認する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A. Azure AD Connect同期のスケジュールされたタスクの履歴を確認します。
B. Azure AD Connect同期のスケジュールされたタスクのトリガーを確認します。
C.次の PowerShellコマンドレットを実行します: Get-ADSyncConnetorRunStatus
D.次の PowerShellコマンドレットを実行します: Get-ADSyncScheduler
Answer: D (メーッセージを残す)
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最新問題: 46
ある企業は、Webアプリケーションを保護するために Azure Application Gateway Webアプリ
ケーションファイアウォール (WAF)をデプロイしています。
リモートオフィスのユーザーは次の問題を報告します。

Webアプリケーションの一部にアクセスできません。
Webアプリケーションの一部がロードできません。
Webアプリケーションの一部に、期待どおりに動作しないアクティビティがあります。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

どの診断ログを確認する必要がありますか?
A.パフォーマンス
B.ファイアウォール
C.アクセス
D. Azureアクティビティ
Answer: B (メーッセージを残す)
問題のトラブルシューティングを行うには、ファイアウォールの診断ログを確認する必要があり

ます。2によると、Azure Application Gateway Webアプリケーションファイアウォール (WAF)
は、WAFで構成されたアプリケーションゲートウェイの検出モードまたは防止モードを通じて
記録された要求をログに記録します。このログを使用して、ブロックされたリクエストを表示お

よび分析し、誤検知または誤検知を特定できます。

有効な AZ-720問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-720試験問題集！
GoShiken.comが最新の AZ-720試験問題集を提供しています。GoShiken.com AZ-720試験
問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-720問題集をゲットする人
はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-720-mondaishu.html (12130%OFF問題集溶

と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 47
企業は、Azure VPN Gatewayを使用してオンプレミスネットワークに接続します。オンプレミス
環境

には、ボーダーゲートウェイプロトコル (BGP)を使用してゲートウェイに個別にトンネリング
する 3つの VPNデバイスが含まれています。
新しいサブネットはオンプレミスネットワークから到達できないようにする必要があります。

解決策を実装する必要があります。

解決策:仮想ネットワーク上のピアリングを無効にします。
解決策は目標を達成できますか?
A.はい
B.いいえ
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Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 48
ある企業は、Azure App Serviceソリューション用に Azure Traffic Manager負荷分散をデプロイ
しています。

デプロイ後に負荷分散のパフォーマンスが低下した状態を示しており、新しい HTTPSプローブ
が Traffic Managerエンドポイントに到達できません。
プローブの障害をトラブルシューティングする必要があります。

PowerShellスクリプトをどのように完成させるべきでしょうか?

Answer:
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最新問題: 49
企業は、ExpressRouteを使用してオンプレミスネットワークを Azure仮想ネットワークに接続
します。

ExpressRoute接続で、通常よりも長い遅延が発生しています。
トラフィックの流れを確認する必要があります。

PowerShellコマンドをどのように完了すればよいでしょうか?

Answer:

最新問題: 50
ある企業は、オンプレミスのWindows仮想マシン (VM)を Azureに移行します。管理者は、Azure
portalを使用して VMのバックアップを有効にします。
同社は、Azure VMバックアップジョブが失敗していると報告しています。



問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

解決策:現在の VMバックアップポリシーの保持範囲を構成します。
解決策は目標を達成できますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 51
ある企業では、リソースへのアクセスに Azure Active Directory (Azure AD)と Azureロールベー
スのアクセス制御 (RBAC)を使用しています。
一部のユーザーは、他のユーザーに RBACロールを付与できないと報告しています。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

Azure Monitorクエリはどのように完了すればよいですか?

Answer:

最新問題: 52
Contosoという名前の会社は、Azure Private Linkを使用して Azure PaaSサービスに接続しま
す。この会社には、contoso-rgという名前のリソースグループに contoso-vnという名前の仮想
ネットワークがあります。

エンジニアは、Azure CLIを使用して Private Linkサービスを変更します。デフォルトという名前
のサブネットからの送信元 IPアドレスを使用することはできません。
問題を解決する必要があります。

コマンドをどのように完了すればよいでしょうか?
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Answer:

最新問題: 53
ある会社には、VNetGW1という名前の Azure Virtual Networkゲートウェイがあります。同社
は、VNetGW1でのポイント対サイト接続を有効にしています。管理者は、次のように VNetGW1
を構成します。

トンネルタイプの OpenVPN。
認証タイプの Azure証明書。
VPNクライアントを使用して接続すると、ユーザーは証明書の不一致エラーを受け取ります。
証明書の不一致エラーを解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？



A.プロファイルを手動で作成し、サーバーの FQDNを追加して、クライアント証明書を再発行し
ます。

B.クライアント認証を有効にしてクライアント証明書を再発行します。
C.ユーザーのコンピュータに IKEv2 VPNクライアントをインストールします。
D. VNetGW1で IKEv2と OpenVPNのトンネルタイプを構成します。
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 54
企業は、Azure VPN Gatewayを使用してオンプレミスネットワークに接続します。オンプレミス
環境には、ボーダーゲートウェイプロトコル (BGP)を使用してゲートウェイに個別にトンネリ
ングする 3つの VPNデバイスが含まれています。
新しいサブネットはオンプレミスネットワークから到達できないようにする必要があります。

解決策を実装する必要があります。

解決策:ルート伝播を無効にしてルートテーブルを設定します。
解決策は目標を達成できますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: B (メーッセージを残す)
ルート伝播を無効にしてルートテーブルを構成する提案されたソリューションは、オンプレミス

ネットワークから新しいサブネットに到達できないようにするという目標を達成できません。

Azureのルートテーブルは、仮想ネットワーク内および仮想ネットワーク間のトラフィックフ
ローを制御するために使用されます。既定では、Azure仮想ネットワーク内の各サブネットは、シ
ステムで生成されたルートテーブルに関連付けられます。このルートテーブルには、仮想ネット

ワーク内のすべてのサブネットとの間でトラフィックをやり取りできるようにする既定のルート

が含まれています。

カスタムルートテーブルでルートの伝播を無効にすると、新しいルートが関連付けられたサブ

ネットに伝播されなくなります。ただし、仮想ネットワークとオンプレミスネットワーク間のト

ラフィックは引き続きシステム生成のルートテーブル内の既定のルートを使用するため、オンプ

レミスネットワークからのトラフィックが新しいサブネットに到達することは妨げられません。

オンプレミスネットワークから新しいサブネットに到達できないようにするという目標を達成

するには、新しいサブネット宛てのトラフィックを nullインターフェイスに送信するルートを含
む新しいルートテーブルを作成する必要があります。これにより、トラフィックがドロップされ、

オンプレミスネットワークからサブネットに事実上到達できなくなります。

参照：

カスタムルートテーブルを作成してサブネットに関連付ける方法に関する Microsoftドキュメン
ト: https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual-network/manage-route-table#create-a-custom-
route -テーブル。
nullインターフェイスへのルートを構成する方法に関する Microsoftドキュメント:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual-network/tutorial-create-route-table-portal#to-route-
to-a -nullインターフェイス。
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最新問題: 55
ある企業には、1つの仮想ネットワークを使用する Azure環境があります。
同社は、2つの異なる仮想ネットワークを使用するように環境を再構築しました。仮想マシンを 1
つに統合

ネットワークは他の仮想ネットワーク内の仮想マシンと通信できません。

2つのネットワーク内の仮想マシン間の接続を再確立する必要があります。
ネットワークをどのように構成すればよいでしょうか?

Answer:

最新問題: 56
ある企業は、Azure Backupエージェントを使用して、オンプレミスの仮想マシン (VM)から特定
のファイルとフォルダーをバックアップします。

管理者は、バックアップジョブのファイル転送が遅いと報告しました。バックアップジョブがボ

リューム全体をスキャンしてディレクトリ内の変更を検証していると判断します。

バックアップジョブの状態を確認する必要があります。

バックアップはどの状態で行われますか?



Answer:

最新問題: 57
ある企業は、オンプレミスの Hyper-Vサーバーに Azure Site Recoveryを使用しています。同社
は、System Center Virtual Machine Manager (SCVMM)を使用してサーバーを管理しています。
管理者は、セカンダリサイトへのレプリケーションが失敗したと報告しました。

SCVMMログと構成ファイルを検査する必要があります。

Answer:



最新問題: 58
ある企業は、Azure Site Recovery (ASR)を使用して、Azureリージョン間で Azure仮想マシン
(VM)をレプリケートおよび回復します。
管理者は、P10ディスクを使用する VMに関して ASRから次の警告を受け取ります。サポート
されている制限を超えたデータ変更率 OSディスク書き込みバイト/秒とデータディスク書き込
みバイト/秒を監視対象のメトリックのリストに追加します。VMのデータチャーンが常に 8 MB/
秒を超え、10 MB/秒未満であることがわかります。
問題を解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A.仮想ネットワークにネットワークサービスエンドポイントを作成します。
B.ターゲットストレージディスクをアップグレードします。
C. AzCopyを使用してデータをキャッシュストレージアカウントにアップロードします。
D.ボリュームシャドウコピーサービス (VSS)プロバイダーサービスをアンインストールしま
す。

Answer: B (メーッセージを残す)
Azure Site Recoveryには、レプリケーションに使用されるディスクの種類に応じてデータ変更率
の制限があります。VMのデータ変更率がそのディスクタイプでサポートされている制限を超え
ている場合、レプリケーションの問題やエラーが発生する可能性があります。この問題を解決す

るには、ターゲットストレージディスクを、より高いデータ変更率をサポートする上位層にアッ

プグレードします。

最新問題: 59
ある会社には Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。同社は、Azure Active
Directory Domain Services (Azure AD DS)インスタンスをプロビジョニングしています。
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ユーザーは、Azure ADからプロビジョニングされた後、Azure AD DSにサインインできないと報
告しています。ユーザーアカウントが Azure AD DSに存在することを確認します。
問題を解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A. AzureActiveDirectoryDomainControllerServicesという名前の Azureアプリケーションを削除
し、Azure AD DSを再度有効にします。
B. Azure AD Connectをデプロイします。
C. Azure AD Domain Services Syncという名前の Azureアプリケーションを削除し、Azure AD
DSを再度有効にします。
D. Azure ADでパスワードを変更するようにユーザーに指示します。
Answer: (解答を表示する)
Azure ADは、テナントに対して Azure AD DSを有効にするまで、NTLMまたは Kerberos認証に
必要な形式でパスワードハッシュを生成または保存しません。したがって、Azure ADは、ユー
ザーの既存の資格情報に基づいて、これらの NTLMまたは Kerberosパスワードハッシュを自動
的に生成できません。

オンプレミス同期がないクラウドのみの環境の場合は、Azure AD DSを有効にした後に Azure
ADでパスワードを変更するようにユーザーに指示する必要があります。これにより、必要なパス
ワードハッシュが生成され、20分以内に Azure AD DSに同期されます。

最新問題: 60
ある企業は、オンプレミスサーバーに Azure Site Recoveryを使用しています。
同社は、Azureへのサーバーのレプリケーションが失敗したと報告しています。
問題のトラブルシューティングを行うには、サーバー上のログを検査する必要があります。

コマンドをどのように完了すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプション
を選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:
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最新問題: 61
ある企業は Azure AD Connectを使用しています。同社はセルフサービスパスワードリセット
（SSPR）を導入する予定だ。
管理者は、Azure AD Connectの構成中にパスワードライトバックを有効にできなかったという
エラーを受け取ります。管理者は次のイベントログエラーを確認しました。

認証トークンの取得エラー

問題を解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A. Azure AD Connectサービスを再起動します。
B.フェデレーションされていないグローバル管理者アカウントを使用して Azure AD Connectを
構成します。

C. 256文字未満のパスワードを持つグローバル管理者アカウントを使用して Azure AD Connect
を構成します。

D.パスワードライトバックを無効にしてから、Azure AD Connect構成を使用してパスワードラ
イトバックを有効にします。

Answer: A (メーッセージを残す)
Azure AD Connectのインストールプロセスの最初に指定したグローバル管理者アカウントに間
違ったパスワードを指定すると、「認証トークンの取得エラー」というエラーメッセージが表示さ

れます。この問題を解決するには、グローバル管理者アカウントに正しいパスワードを指定して

いることを確認する必要があります。管理者アカウント。間違ったパスワードを指定した場合は、

パスワードを更新してから Azure AD Connectサービスを再起動してください。

有効な AZ-720問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-720試験問題集！
GoShiken.comが最新の AZ-720試験問題集を提供しています。GoShiken.com AZ-720試験
問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-720問題集をゲットする人
はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-720-mondaishu.html (12130%OFF問題集溶

と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 62
ある会社には、VNetGW1という名前の Azure Virtual Networkゲートウェイがあります。同社は
ポイントツーサイトを可能にします

VNetGW1上の接続。管理者は、次のように VNetGW1を構成します。
*トンネルタイプの OpenVPN。
*認証タイプの Azure証明書。
VPNクライアントを使用して接続すると、ユーザーは証明書の不一致エラーを受け取ります。
証明書の不一致エラーを解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？
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A.プロファイルを手動で作成し、サーバーの FQDNを追加して、クライアント証明書を再発行し
ます。

B. VNetGW1で IKEv2および OpenVPNのトンネルタイプを構成します。
C.ユーザーのコンピュータにセキュアソケットトンネリングプロトコル (SSTP) VPNクライ
アントをインストールします。

D. VPNプロファイルでの認証用の事前共有キーを構成します。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 63
ある企業は、Azureでジャストインタイム (JIT)仮想マシン (VM)アクセスを有効にしています。
管理者は、Microsoftの JIT VMアクセスページの [サポートされていない]タブで VMのリストを
確認します。

Defender for Cloudポータル。
一部の VMが JIT VMアクセスでサポートされていない理由を特定する必要があります。
どう結論づけるべきでしょうか?
A.ネットワークセキュリティグループは VMに関連付けられていません。
B.管理者には SecurityReaderロールがありません。
C.管理者は Microsoft Defender for Cloudの無料枠を使用しています。
D.クライアントファイアウォールは VM上のポート 22を許可しません。
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 64
ある会社が Azure Cosmos DBソリューションを開発しています。
ソリューションには次のコンポーネントが含まれます。

RG1という名前のリソースグループ内の VNet1という名前の仮想ネットワーク。
VNet1の Subnet1という名前のサブネット。
プライベートリンクサービス。

会社は、Subnet1から Private Linkサービスの送信元 IPアドレスを構成できません。
Subnet1の問題を解決する必要があります。
PowerShellコマンドをどのように完了すればよいでしょうか?

Answer:
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最新問題: 65
ある企業には、証明書ベースの認証を使用する Azureポイント対サイト仮想プライベートネット
ワーク (VPN)があります。
VPNクライアントを使用して VPNに接続しようとすると、次のエラーメッセージが表示される
とユーザーが報告しています。

Windows 11マシン:
証明書が見つかりませんでした

問題を解決する必要があります。

どの 3つのアクションを実行する必要がありますか?
A. Azure Active Directory (Azure AD)テナントを構成します。
B.ユーザーのデバイスにクライアント証明書をインストールします。
C.クライアント証明書を生成します。
D.ユーザーのデバイスにルート証明書をインストールします。
E. VPNゲートウェイにクライアント証明書をインストールします。
F.ゲートウェイで Azure AD認証を有効にします
G.ルート証明書を生成します。
Answer: A,F,G (メーッセージを残す)

最新問題: 66
ある企業は、オンプレミスのWindows仮想マシン (VM)を Azureに移行します。管理者は、Azure
portalを使用して VMのバックアップを有効にします。
同社は、Azure VMバックアップジョブが失敗していると報告しています。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

解決策:バックアップセンターで新しい手動バックアップを作成します。
解決策は目標を達成できますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: B (メーッセージを残す)
バックアップセンターで新しい手動バックアップを作成しても、Azure portal経由で VMのバッ
クアップを有効にした後に Azure VMバックアップジョブが失敗する問題が解決するとは考えら
れません。この問題をトラブルシューティングするには、管理者はまず Azure VMバックアップ
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ジョブログを確認し、提供された特定のエラーメッセージまたはコードを特定する必要がありま

す。これは、根本的な問題と適切な解決策を特定するのに役立ちます。

したがって、質問に記載されている解決策は不正確であり、答えは Bです。いいえ。
参照：

Azure VMバックアップの失敗のトラブルシューティング (Microsoftドキュメント)

最新問題: 67
Contosoという名前の会社は、Azure Private Linkを使用して Azure PaaSサービスに接続しま
す。会社には

contoso-rgという名前のリソースグループ内の contoso-vnという名前の仮想ネットワーク。
エンジニアは、Azure CLIを使用して Private Linkサービスを変更します。送信元 IPアドレスを
使用できません

デフォルトという名前のサブネットから。

問題を解決する必要があります。

コマンドをどのように完了すればよいでしょうか?

Answer:



最新問題: 68
ある企業では、リソースへのアクセスに Azure Active Directory (Azure AD)と Azureロールベー
スのアクセス制御 (RBAC)を使用しています。
一部のユーザーは、他のユーザーに RBACロールを付与できないと報告しています。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

Azure Monitorクエリはどのように完了すればよいですか?

Answer:

最新問題: 69
会社はパブリック Azure DNSゾーンを使用しています。
同社は、DNSレコードの作成と名前解決の問題を報告しています。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

問題の原因は何ですか?



Answer:

最新問題: 70
ある企業は、VM1という名前の仮想マシン (VM)にジャストインタイム (JIT)アクセスを実装し
ようとしています。

同社は手続きを完了できないと報告している。

JITアクセスを実装し、展開をテストする必要があります。
どの PowerShellコマンドレットを実行する必要がありますか?

Answer:



最新問題: 71
Blue Yonder Airlinesによって報告された問題のトラブルシューティングを行う必要があります。
どの診断ログを確認する必要がありますか?
A. RouteDiagnosticLog
B.ゲートウェイ診断ログ
C.トンネル診断ログ
D. IKEDiagnosticLog
Answer: D (メーッセージを残す)
Blue Yonder Airlinesによって報告された問題をトラブルシューティングするに
は、IKEDiagnosticLogを確認する必要があります。IKEDiagnosticLogには、IPsec VPN接続の確
立に使用される Internet Key Exchange (IKE)プロトコルに関する情報が含まれていま
す。IKEDiagnosticLogは、認証パラメータの不一致、不正な事前共有キー、ネットワーク接続の問
題など、VPN切断や IPsec接続失敗エラーの原因を特定するのに役立ちます。Azure portalから、
または PowerShellコマンドを使用して、IKEDiagnosticLogを有効にしてダウンロードできます。

最新問題: 72
ある企業は Azure AD Connectを使用しています。同社はセルフサービスパスワードリセット
（SSPR）を導入する予定だ。
管理者は、Azure AD Connectの構成中にパスワードライトバッククラウドが有効になっていな
いというエラーを受け取ります。管理者は次のイベントログエラーを確認しました。

認証トークンの取得エラー

問題を解決する必要があります。

解決策: 256文字未満のパスワードを持つグローバル管理者アカウントを使用して、Azure AD
Connectを構成します。
解決策は目標を達成できますか?
A.はい
B.いいえ
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Answer: (解答を表示する)

最新問題: 73
ある企業は、新しいファイル共有アプリケーションを、システムの背後にある 4台の
Standard_D2_v3仮想マシン (VM)にデプロイします。
Azureロードバランサー。同社は Azure Firewallを導入しています。
ユーザーから、使用量のピーク時にアプリケーションが遅くなるという報告がありました。エン

ジニアの報告によれば、ピーク時の使用量は

各 VMは約 1 Gbpsです。
少なくとも 10 Gbpsをサポートするソリューションを実装する必要があります。
スループットを向上させるには何をすべきでしょうか?
A. 2台のサーバーを別のロードバランサーの背後に移動し、Traffic Managerでラウンドロビン
ルーティングを構成します。

B.ネットワーククォータの増加をリクエストします。
C. Azure Firewallを無効にし、代わりにネットワークセキュリティグループを実装します。
D. VMインスタンスのサイズを増やします。
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 74
企業は Azure BLOBコンテナーを使用しています。
IT部門には、リクエストが平均 20ミリ秒を超えてはならないというサービスレベルアグリーメ
ント (SLA)があります。
SLAレポートを生成するには、ログ分析クエリを実装する必要があります。
クエリをどのように完了すればよいでしょうか?

Answer:
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最新問題: 75
ある会社には Azure仮想ネットワーク (VNet)があります。管理者は、AzureSastionSubnetとい
う名前のサブネットを VNetに作成します。管理者は Azure BastionSubnetに Azure Bastionをデ
プロイします。

管理者は、nsg-Bastionという名前のデフォルトのネットワークセキュリティグループを作成し
ます。管理者が nsg-Bastionを AzureBastionSubnetに割り当てようとすると、次のエラーメッ
セージが表示されます。

ネットワークセキュリティグループ nsg-Bastionには、Azure Bastionサブネット
AzureBastionSubnetに必要なルールがありません。受信セキュリティルールに関する問題を解
決する必要があります。

どのポートまたはポートのセットを設定する必要がありますか?

Answer:

最新問題: 76
ある会社には Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。同社は、Active Directory
Domain Services (AD DS)ドメインのオブジェクトを同期するために Azure AD Connectをデプ
ロイしています。

AD DSオブジェクトが Azure ADに同期していないことがわかります。
ステージングモードが有効になっていることを確認する必要があります。



あなたは何をするべきか？

A. Azure AD Connect同期のスケジュールされたタスクのトリガーを確認します。
B. Azure AD Connect同期のスケジュールされたタスクの履歴を確認します。
C.次の PowerShellコマンドレットを実行します: Get-ADSyncConnetorRunStatus
D.次の PowerShellコマンドレットを実行します: Get-ADSyncScheduler
Answer: D (メーッセージを残す)

有効な AZ-720問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-720試験問題集！
GoShiken.comが最新の AZ-720試験問題集を提供しています。GoShiken.com AZ-720試験
問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-720問題集をゲットする人
はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-720-mondaishu.html (12130%OFF問題集溶

と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 77
ある企業には、1つの仮想ネットワークを使用する Azure環境があります。
同社は、2つの異なる仮想ネットワークを使用するように環境を再構築しました。一方のネット
ワーク内の仮想マシンは、もう一方の仮想ネットワーク内の仮想マシンと通信できません。

2つのネットワーク内の仮想マシン間の接続を再確立する必要があります。
ネットワークをどのように構成すればよいでしょうか?

Answer:
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最新問題: 78
企業は Azure BLOBコンテナーを使用しています。
IT部門には、平均リクエストが 20件を超えることができないというサービスレベルアグリーメ
ント (SLA)があります。
ミリ秒。

SLAレポートを生成するには、ログ分析クエリを実装する必要があります。
クエリをどのように完了すればよいでしょうか?

Answer:



最新問題: 79
会社はパブリック Azure DNSゾーンを使用しています。
同社は、DNSレコードの作成と名前解決の問題を報告しています。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

問題の原因は何ですか?

Answer:

最新問題: 80
ある会社には Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。RG1という名前の Azure
リソースグループの所有者ロールベースのアクセス制御 (RBAC)ロールが割り当てられていま
す。

管理者は、User1という名前のユーザーに RG1の共同作成者 RBACロールを付与します。User1
は、RG1で Cosmos DBアカウントを作成しようとすると、承認エラーを受け取ります。
管理者は、RG1で Cosmos DBアカウントを作成できることを確認します。
問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

あなたは何をするべきか？

Answer:



最新問題: 81
ある企業は、次の仮想マシン (VM)を含む VMware環境に Azure Site Recovery (ASR)を使用し
ています。

同社は、すべてのサーバーをレプリケーション用に構成できないと報告しています。

サーバーとサーバーの役割を評価して、どのサーバーを保護できるかを決定する必要がありま

す。

ASRを使用して保護できるサーバーはどれですか?
A. VM3
B. VM2
C. VM4
D. VM1
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 82
ある会社には、VNetGW1という名前の Azure Virtual Networkゲートウェイがあります。同社は
ポイントツーサイトを可能にします

VNetGW1上の接続。管理者は、次のように VNetGW1を構成します。
*トンネルタイプの OpenVPN。
*認証タイプの Azure証明書。
VPNクライアントを使用して接続すると、ユーザーは証明書の不一致エラーを受け取ります。
証明書の不一致エラーを解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A.ユーザーのコンピュータに IKEv2 VPNクライアントをインストールします。
B.クライアント認証を有効にしてクライアント証明書を再発行します。
C.プロファイルを手動で作成し、サーバーの FQDNを追加して、クライアント証明書を再発行し
ます。

D. VNetGW1で IKEv2および OpenVPNのトンネルタイプを構成します。
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 83

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-720.v2024-01-22.q106-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-720.v2024-01-22.q106-mondaishu.html


会社は、RG1という名前の Azureリソースグループを作成します。RG1には、次のリソースをホ
ストする sqlsvr1という名前の Azure SQL Database論理サーバーがあります。

管理者は、User1という名前のユーザーに RG1の Reader RBACロールを付与します。管理者は
User2に sqlsvr1の共同作成者ロールを付与します。
User1は、IPアドレス 155.127.95.212から SQLDB1に接続できると報告しています。User1は
SQLDB2に接続できません。User2は、IPアドレス 121.19.27.18から SQLDB1と SQLDB2の両
方に接続できます。どちらのユーザーも VM1から SQLDB1と SQLDB2に正常に接続できます。
あなたは、管理者による問題のトラブルシューティングを支援しています。次の PowerShellコマ
ンドを実行します。

Get-AzSqlServerFirewallRule -ResourceGroupName 'RG1' -ServerName 'sqlsvr1'次の出力が表
示されます。

報告された問題の原因を特定し、User1の問題を解決する必要があります。ソリューションは最小
特権の原則を満たす必要があります。

あなたは何をするべきか？



Answer:

最新問題: 84
企業は、Azure VPN Gatewayを使用してオンプレミスネットワークに接続します。オンプレミス
環境には、ボーダーゲートウェイプロトコル (BGP)を使用してゲートウェイに個別にトンネリ
ングする 3つの VPNデバイスが含まれています。
新しいサブネットはオンプレミスネットワークから到達できないようにする必要があります。

解決策を実装する必要があります。

解決策:ルート伝播を無効にしてルートテーブルを設定します。
解決策は目標を達成できますか?
A.いいえ
B.はい
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 85
企業は Azure Virtual Networkゲートウェイをデプロイします。会社は、を使用してゲートウェイ
に接続します。

サイト間 VPN接続。
会社のオンプレミス VPNゲートウェイは、Azureからのフェーズ 1提案に関する問題を報告し
ています。

仮想ネットワークゲートウェイ。

ログを確認して問題をトラブルシューティングする必要があります。
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どのログを分析する必要がありますか?
A. IKEDiagnosticLog
B. RouteDiagnosticLog
C.ゲートウェイ診断ログ
D. P2SDiagnosticLog
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 86
Contosoという名前の会社は、Azure Private Linkを使用して Azure PaaSサービスに接続しま
す。この会社には、contoso-rgという名前のリソースグループに contoso-vnという名前の仮想
ネットワークがあります。

エンジニアは、Azure CLIを使用して Private Linkサービスを変更します。デフォルトという名前
のサブネットからの送信元 IPアドレスを使用することはできません。
問題を解決する必要があります。

コマンドをどのように完了すればよいでしょうか?

Answer:
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最新問題: 87
ある企業は、Azureでジャストインタイム (JIT)仮想マシン (VM)アクセスを有効にしています。
管理者は、Microsoft Defender for Cloudポータルの JIT VMアクセスページの [サポートされて
いない]タブで VMのリストを確認します。
一部の VMが JIT VMアクセスでサポートされていない理由を特定する必要があります。
どう結論づけるべきでしょうか?
A.ネットワークセキュリティグループは VMに関連付けられていません。
B.クライアントファイアウォールは VM上のポート 3389を許可しません。
C.管理者は Microsoft Defender for Cloudの無料枠を使用しています。
D.管理者には SecurityReaderロールがありません。
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 88
企業が新しいアプリケーションをデプロイし、そのアプリケーションを Azure Application
Gateway Webの背後に配置します。
アプリケーションファイアウォール (WAF)。
クライアント IP 203.0.113.26のユーザーが、アプリケーションにアクセスできないと報告して
います。

問題のトラブルシューティングを行う必要があります。

クエリをどのように完了すればよいでしょうか?
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Answer:

最新問題: 89
ある企業では、VNe1mという名前の仮想ネットワークに 2つのサブネットがあり、サブネットの
名前は SubnetAと SubnetBです。同社は、SubnetBのサイト間 (S2) VPNを使用して、オンプレ
ミス環境を Azureに接続しています。
SQL1という名前の Azure SQLデータベースをデプロイします。SubnetAで Microsft.SqLのサー
ビスエンドポイントを構成します。

A. SQL1のプライベート IPアドレスの DNSレコードを構成します。
B. SubnetAでポート 1433を許可するようにネットワークセキュリティグループ (NSG)を構成
します。

C. SubnetBにサービスエンドポイントを構成します。
D. SQL1のプライベートエンドポイントをデプロイします。
E. VNet1に Azure ExpressRoute回線をデプロイします。
Answer: D (メーッセージを残す)
オンプレミス環境が SubnetBのサイト間 (S2S) VPN経由で SQL1という名前の Azure SQL
Databaseにアクセスできるようにするには、SQL1のプライベートエンドポイントをデプロイ
する必要があります。プライベートエンドポイントは、Azure Private Linkを利用したサービスに
プライベートかつ安全に接続するネットワークインターフェイスです。Private Linkを使用する
と、仮想ネットワーク内のプライベートエンドポイントを介して、Azure PaaSサービス (Azure
Storageや SQL Databaseなど)や Azureでホストされる顧客/パートナーサービスにアクセスで
きます。したがって、正解は D. SQL1のプライベートエンドポイントをデプロイします。
プライベートエンドポイントの詳細については、Microsoftの公式ドキュメントを参照してくだ
さい。
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最新問題: 90
企業は認証に Azure Active Directory (Azure AD)を使用しています。同社は Azure ADをオンプレ
ミスの Active Directoryドメインと同期しています。
同社は、Azure ADオブジェクトが同期に失敗すると報告しています。
どのオブジェクトが同期していないのかを判断する必要があります。

障害を診断するにはどのトラブルシューティング手順を使用する必要がありますか?

Answer:

最新問題: 91
ある企業は、IPアドレス 203.0.113.20の Azure VPNゲートウェイを使用しています。
ユーザーは、VPN接続が頻繁に切断されると報告しています。
それぞれの接続障害がいつ発生したかを判断する必要があります。

Azure Monitorクエリはどのように完了すればよいですか?

Answer:



有効な AZ-720問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-720試験問題集！
GoShiken.comが最新の AZ-720試験問題集を提供しています。GoShiken.com AZ-720試験
問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-720問題集をゲットする人
はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-720-mondaishu.html (12130%OFF問題集溶

と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 92
ある企業は、オンプレミスの Hyper-Vサーバーに Azure Site Recoveryを使用しています。同社
は、System Center Virtual Machine Manager (SCVMM)を使用してサーバーを管理しています。
管理者は、セカンダリサイトへのレプリケーションが失敗したと報告しました。

SCVMMログと構成ファイルを検査する必要があります。

Answer:
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最新問題: 93
顧客は、LB1という名前の内部標準 SKUロードバランサーを含む VNet1という名前の Azure仮
想ネットワークを持っています。LB1のバックエンドプールには、VM1、VM2の仮想マシンが含
まれています。

お客様は、VM1と VM2の受信 HTTPS要求の負荷を分散するために、Rul1という名前のルール
を構成します。Rule1は HTTPS正常性プローブに関連付けられています。プローブのパスは /に
設定されます。

VM1と VM2のネットワークアダプターは、次のルールを含む NSG1という名前のネットワーク
セキュリティに関連付けられています。

VNet1から https://VM1および https://VM2に接続します。LB1のフロントエンド IPアドレスを
使用して接続しようとすると失敗します。

問題を解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A. Rule1に関連付けられた正常性プローブを HTTPを使用するように変更します。
B.ソースを VirtualNetworkに設定して NSG1ルールを追加します。
C. Rule1に関連付けられた正常性プローブを変更して、TCPを使用します。
D.ソースを AzureLoadBalancerに設定して NSG1ルールを追加します。
Answer: D (メーッセージを残す)
Microsoftによると、Azure Load Balancerの正常性プローブは IPアドレス 168.63.129.16から発
信されており、インスタンスをアップとしてマークするためにプローブをブロックしてはなりま
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せん。AzureLoadBalancerサービスタグは、ネットワークセキュリティグループ内のこの送信元
IPアドレスを識別し、既定で正常性プローブトラフィックを許可します
1。https://learn.microsoft.com/en-us/azure/load-balancer/load-balancer-custom-probe-overview

最新問題: 94
ある会社には、VNetGW1という名前の Azure Virtual Networkゲートウェイがあります。同社
は、VNetGW1でのポイント対サイト接続を有効にしています。管理者は、次のように VNetGW1
を構成します。

トンネルタイプの OpenVPN。
認証タイプの Azure証明書。
VPNクライアントを使用して接続すると、ユーザーは証明書の不一致エラーを受け取ります。
証明書の不一致エラーを解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A.ユーザーのコンピュータに IKEv2 VPNクライアントをインストールします。
B.クライアント認証を有効にしてクライアント証明書を再発行します。
C.プロファイルを手動で作成し、サーバーの FQDNを追加して、クライアント証明書を再発行し
ます。

D. VNetGW1で IKEv2と OpenVPNのトンネルタイプを構成します。
Answer: (解答を表示する)
証明書の不一致エラーを解決するには、クライアント認証を有効にしてクライアント証明書を再

発行する必要があります。1によると、ポイント対サイト VPN接続の認証タイプに Azure証明書
を使用する場合は、クライアント証明書に拡張キー使用属性の 1つとしてクライアント認証が含
まれていることを確認する必要があります。そうしないと、VPNクライアントを使用して接続す
るときに証明書の不一致エラーが発生します。

最新問題: 95
ある企業は、Azure Load Balancerの背後にある 4台の Standard_D2_v3仮想マシン (VM)に新し
いファイル共有アプリケーションをデプロイします。同社は Azure Firewallを導入しています。
ユーザーから、使用量のピーク時にアプリケーションが遅くなるという報告がありました。エン

ジニアの報告によると、各 VMのピーク使用量は約 1 Gbpsです。
少なくとも 10 Gbpsをサポートするソリューションを実装する必要があります。
スループットを向上させるには何をすべきでしょうか?
A. 2台のサーバーを別のロードバランサーの背後に移動し、Traffic Managerでラウンドロビン
ルーティングを構成します。

B.ネットワーククォータの増加をリクエストします。
C. VMインスタンスのサイズを増やします。
D. Azure Firewallを無効にし、代わりにネットワークセキュリティグループを実装します。
Answer: A (メーッセージを残す)
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最新問題: 96
ある企業は、オンプレミスの Hyper-Vサーバーに Azure Site Recoveryを使用しています。会社が
サーバーを管理している

System Center Virtual Machine Manager (SCVMM)を使用します。
管理者は、セカンダリサイトへのレプリケーションが失敗したと報告しました。

SCVMMログと構成ファイルを検査する必要があります。
どの PowerShellコマンドレットを使用する必要がありますか?

Answer:

最新問題: 97
ある企業は、Azure仮想ネットワークにWindowsおよび Linux VMを実装しています。同社は、仮
想ネットワークにルーティングの変更を適用する予定です。



TCPおよび UDPトラフィックを使用するアプリケーションに影響を及ぼすネットワーク遅延に
対するこれらの変更の影響を判断する必要があります。ソリューションは最高レベルの精度を提

供する必要があります。

どのツールを使用する必要がありますか?

Answer:

最新問題: 98
企業は認証に Azure Active Directory (Azure AD)を使用しています。同社は Azure ADをオンプレ
ミスの Active Directoryドメインと同期しています。
同社は、Azure ADオブジェクトが同期に失敗すると報告しています。
どのオブジェクトが同期していないのかを判断する必要があります。

障害を診断するにはどのトラブルシューティング手順を使用する必要がありますか?



Answer:

最新問題: 99
ある企業は、VNetGW1という名前の Azure Virtual Network (VNet)ゲートウェイを使用していま
す。VNetGW1は、動的ルーティングを備えたサイト間 VPN接続を使用してパートナーサイトに
接続します。

同社は、VPNが時々切断されることを観察しています。
切断の原因をトラブルシューティングする必要があります。

何を確認する必要がありますか?
A. VNetGW1がサブネットセキュリティアソシエーションペアを超えました。
B.パートナーの VPNデバイスのパブリック IPアドレスは、VNetGW1上のローカルネットワー
クゲートウェイアドレス空間で構成されます。

C.パートナーの VPNデバイスと VNetGW1は、同じ共有キーを使用して構成されています。
D.パートナーの VPNデバイスと VNetGW1は、同じ仮想ネットワークアドレス空間で構成され
ています。

Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 100
CosmosDB1という名前のオンプレミスデータベースとの接続の問題を解決する必要がありま
す。

あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。
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Answer:

最新問題: 101
企業は、オンプレミスネットワークと Azure仮想ネットワークの間に Azureサイト間 VPNを構
成します。

同社は、設定を完了した後、VPN接続を確立できないと報告しています。
接続の問題をトラブルシューティングする必要があります。

まず何をすべきでしょうか?
A. PowerShellコマンドレット Get-AzVirtualNetworkGatewayConnectionSharedKeyを実行し
て、共有キーを特定します。

B. PowerShellコマンドレット Get-AzVirtualNetworkGatewayConnectionVpnDeviceConfigScript
を実行して、共有キーを特定します。

C. AzureRoot.cerファイルが存在することを確認します。
D. AzureClient.pfxファイルが存在することを確認します。
Answer: A (メーッセージを残す)
接続の問題のトラブルシューティングを行うには、まず PowerShellコマンドレット Get-
AzVirtualNetworkGatewayConnectionSharedKeyを実行して共有キーを特定する必要がありま
す。1によると、このコマンドレットは、Azure仮想ネットワークゲートウェイとローカルネット
ワークゲートウェイ間の認証に使用される共有キーを返します。このコマンドレットを使用する

と、共有キーが VPN接続の両側で一致することを確認できます。
したがって、Aを選択する必要があります。PowerShellコマンドレット Get-
AzVirtualNetworkGatewayConnectionSharedKeyを実行して、共有キーを識別します。

最新問題: 102
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ある企業は、Azure仮想ネットワークにWindowsおよび Linux VMを実装しています。同社は応
募を予定している

仮想ネットワークへのルーティングが変更されます。

TCPを使用するアプリケーションに影響を及ぼすネットワーク遅延に対するこれらの変更の影
響を判断する必要があります。

UDPトラフィック。ソリューションは最高レベルの精度を提供する必要があります。
どのツールを使用する必要がありますか?

Answer:

最新問題: 103
ある企業は、既存の Ubuntu Linuxサーバーをオンプレミスの vSphereインフラストラクチャか
ら Azureに移行します。
仮想マシン (VM)のネットワークスループットが 20 Mbpsと低くなります。VMには次のことが
期待されます。

300Mbpsを維持します。



VMが Azureと互換性があることを確認する必要があります。
どの変更を行う必要がありますか?
A.高速ネットワークを有効にして VMを再デプロイします。
B. -azureで終わるカーネル名をインストールします。
C. TCPバッファーとウィンドウサイズのカーネルパラメーターを増やします。
D.ネットワークインターフェイスを 1000 Mbps/全二重に構成します。
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 104
会社は、RG1という名前の Azureリソースグループを作成します。RG1には、次のリソースをホ
ストする sqlsvr1という名前の Azure SQL Database論理サーバーがあります。

管理者は、User1という名前のユーザーに RG1の Reader RBACロールを付与します。管理者は
User2に sqlsvr1の共同作成者ロールを付与します。
User1は、IPアドレス 155.127.95.212から SQLDB1に接続できると報告しています。User1は
SQLDB2に接続できません。User2は、IPアドレス 121.19.27.18から SQLDB1と SQLDB2の両
方に接続できます。どちらのユーザーも VM1から SQLDB1と SQLDB2に正常に接続できます。
あなたは、管理者による問題のトラブルシューティングを支援しています。次の PowerShellコマ
ンドを実行します。

Get-AzSqlServerFirewallRule -ResourceGroupName 'RG1' -ServerName 'sqlsvr1'次の出力が表
示されます。
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報告された問題の原因を特定し、User1の問題を解決する必要があります。ソリューションは最小
特権の原則を満たす必要があります。

あなたは何をするべきか？

Answer:



最新問題: 105
ある企業は、ネットワーク仮想アプライアンス (VNA)と Azure Route Serverを異なる仮想ネッ
トワーク (VNet)でホストしています。デフォルトルートをルートサーバーにアドバタイズした
後、NVA間でボーダーゲートウェイプロトコル (BGP)ピアリングが有効になり、インターネッ
ト接続が失われます。

NVAで問題を解決する必要があります。
あなたは何をするべきか？

A. NVA上で一意の自律システム番号 (ASN)を構成します。
B.ルートサーバーを NVAと同じ VNetに移動します。
C. NVAサブネット上にユーザー定義のルートを構成します。
D.ルートサーバー上でパブリック IPアドレスを構成します。
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 106
ある企業は、IPアドレス 203.0.113.20の Azure VPNゲートウェイを使用しています。
ユーザーは、VPN接続が頻繁に切断されると報告しています。
それぞれの接続障害がいつ発生したかを判断する必要があります。

Azure Monitorクエリはどのように完了すればよいですか?

Answer:
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